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科学技術研究調査では、郵送に加えてオンライン調査システムを利

用した、インターネットによるご回答も可能となっています。

本書はオンライン調査システムの操作に関して説明したものですの

で、ご回答の際には本書とは別に「調査票記入上の注意」もご覧く

ださい。



【推奨利用環境】

本システムの利用に当たっては、以下の利用環境を推奨します。

通信についてはブロードバンド環境を推奨します。

※２ 「Windows10」での利用に限ります。

最新の利用環境等は、政府統計オンライン調査総合窓口

（https://www.e-survey.go.jp/）にアクセスして「推奨環境」をご参照ください（総

合窓口の画面イメージは、本説明書の５ページをご参照ください。）。

【利用可能時間】

本システムは毎日２４時間利用いただけます。

【データ送信時のセキュリティについて】

本システムでは、以下のセキュリティ対策を実施しています。

・ 盗み見等を防ぎ、安全な通信を行うために、通信経路上の情報のやりとりをＳＳＬ

／ＴＬＳにより暗号化しています。

・ 回答されたデータは、本システムのサーバーに蓄積されますが、調査期間終了後は、

速やかに削除されます。

・ 本システムのサーバーは、厳重に管理されたデータセンターに設置されています。

・ 多重にファイアウォールが設置されているのはもちろんのこと、不正なアクセスが

ないかを 24 時間監視しています。

本システムのご利用に当たって

※１ 「デスクトップモード」の場合に限ります。

Safari 最新版

ブラウザ

Internet Explorer 11、Mozilla Firefox 最新版、

Google Chrome 最新版、Microsoft Edge 最新版 ※2 

ＯＳ

Windows 7 (SP1)

Windows 8.1※１

Windows 10※１

macOS 10.12
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● 変更になった機能

昨年のオンライン調査システムから以下の点が変更になっております。

１ 調査票画面内のボタンの変更

・次へ、前へ、回答内容確認、回答データ送信ボタンが画面下部からヘッダーへ移動しました

（図１、２）。

・ヘッダー部分の一時回答取得ボタンが廃止になり、ログイン時に一時保存している回答を取得

することとなりました。

（一時保存した回答の取得についての詳細は11ページの「ログイン２回目以降の入力の流れ」をご覧ください。）

・「回答内容確認」画面に印刷ボタンが新たに追加されました（図２）。

（印刷についての詳細は 16 ページの＜参考②＞をご覧ください。）

図１ 各入力画面の変更点

図２ 回答内容確認画面の変更点

画面下部にあったボタンをヘッダー

部分に配置変更。

画面をスクロールせずにボタンが

クリックできるようになりました。

ヘッダー部分に

移動しました。

「エラーチェック」ボタンを

より分かりやすくしました。

「印刷」ボタンを

新たに追加しました。
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２ 入力画面でのエラーチェックの廃止

・各入力画面において次へボタンをクリックした際のエラーチェックが廃止になりました（一部

を除く※）。

これにより、回答データ送信ボタンをクリックするまでは細かいエラーチェックが省略される

ため、操作がスムーズになりました。

※入力規則（各入力枠の欄外に記載）に沿わない入力内容である場合や、研究実施の有無（企業及び非営利団体・

公的機関のみ）が未選択である場合など、そのままの入力状況で画面遷移すると大きな支障があるものにつ

いては、入力画面においてエラーチェックを行います。

なお、回答内容確認ボタンをクリックした際は、昨年と同様のエラーチェックが行われます。

３ 印刷レイアウトの修正

・文字を大きくするなど、印刷時のレイアウトを修正し、見やすくなりました。

ご回答いただいた内容について、後日、集計を担当する独立行政法人統計センターからお電話で

お問い合わせする場合がありますので、控えとして保管していただく際にご利用ください。

（印刷についての詳細は 16 ページの＜参考②＞をご覧ください。）
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● データ入力の進め方

インターネットを利用した調査票の提出の仕方は、下記の手順で行います。

送信（オンライン調査システムに受付）

終　　　　　　　　了

調査票取得

回答内容の確認、回答控えの印刷

調査票の入力

連絡先の確認・変更

連絡先情報の登録

ロ　グ　イ　ン

パスワード（確認コード）の変更
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● オンライン調査システムにアクセスする前に

ＪａｖａスクリプトとＣｏｏｋｉｅの設定

このシステムを利用するに当たっては、WEB ブラウザの設定のうち、Ｊａｖａスクリプト及び

Ｃｏｏｋｉｅがいずれも 有効 となっている必要があります。（このいずれかの設定が 無効 となっ

ている場合は、正常に動作しません。）Internet Explorer 11 の場合は以下のとおりです。

ブラウザの「ツール」メニューから「インターネットオプション」を選択し、Ｊａｖａス

クリプトは「セキュリティ」タブから「レベルのカスタマイズ」を選択して、Ｃｏｏｋｉｅ

は「プライバシー」タブで設定できます。

・ Ｊａｖａスクリプトの設定

アクティブスクリプト

の「有効にする」を

選択します。

・ Ｃｏｏｋｉｅの設定

プライバシー設定を

「中・高」以下にします。
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● オンライン調査システムからの調査票取得方法

本システムは、政府統計コード、調査対象者ＩＤ及びパスワード（確認コード）（６ページ参

照）により認証を受けないとデータ入力等の操作を行えません。

ＷＥＢブラウザ（Internet Explorer など）で下記 URL へアクセスしてください。

URL： https://www.e-survey.go.jp/

まず、ここ（アドレスバーといいます）へ

https://www.e-survey.go.jp/と半角で入力

し、キーボードの ENTER を押して認証画面へ

アクセスします。

１　接続

オンライン調査システムの概要、操作説明、

利用環境や利用規約などを掲載しています。

ご利用に当たって、事前にお読みください。

図３ オンライン調査システムトップ画面

ログイン画面へボタン

クリックしてログイン画面

へ移ります。
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図４ ログイン画面

①　政府統計コード、調査対象者ＩＤ、パスワード（確認コード）入力欄

政府統計コード、調査対象者ＩＤ、パスワード（確認コード）を入力します。誤りがあれば図４

のエラーメッセージ表示箇所にエラーメッセージが表示されます。

政府統計コード：プルダウンリストで、【総務省】の科学技術研究調査を選択します。

調査対象者ＩＤ及びパスワード：調査票１面下部の「統計局使用欄」に記載しているコードを

半角で入力します。

※  パスワードは、大文字、小文字を区別して入力します。

② ログインボタン

政府統計コード、調査対象者ＩＤ、パスワードを入力後、クリックします。

注意

確認コードの入力を連続して５回失敗すると、約 10 分間ログインできなくなります。

変更した確認コードなど、ログイン情報を忘れた場合は、「総務省科学技術研究調査実

施事務局」までご連絡願います。なお、調査対象者ＩＤ、パスワードについては、毎

年更新されます。昨年と同様のものではないのでご注意ください。

①

②

エラーメッセージ

表示箇所



２ 利用者情報の登録・変更

（１） パスワード（確認コード）の変更

「パスワード（確認コード）」はセキュリティ上、必ず変更してください。変更したパスワー

ドは、次回ログイン時に使用しますので忘れないようにお控えください。

（２）連絡先情報（メールアドレス）の登録

メールアドレスは調査票の受付状況のお知らせに使用するものです。

パスワードポリシーについて

・「パスワード」は、英字、数字をそれぞれ１字以上含む半角英数記号８文字以上 32文字

以内としてください。

・一部の記号も利用できます。【利用できる記号】/ [ ] : ; | = + * ? < > 

・推測されやすい文字列は使用できません。推測されやすい文字列の例は、画面下部の

「パスワード設定上の注意事項（※ア）」をクリックし、ご確認ください。

変更ボタン

パスワード

クリックします。

変更したパスワードの入力欄

ご自身で、当初のパスワードとは異なる

パスワード

図５ パスワード変更画面

※ア

変更後の を入力後、

を設定し、入力します。

7 図６ 連絡先情報登録画面

登録ボタン

メールアドレスを入力後、

クリックします。

連絡先情報入力欄

、下段の両方に連絡先のメールアドレス

を入力します。

セキュリティ性向上の

前後に分けて入力が必要となっています。

上段

ため、下段は「＠」の



8 

「連絡先情報の確認」画面では登録されたメールアドレスを確認し、メールアドレスに変更が

ない場合は、調査票一覧へボタンをクリックしてください。変更がある場合は、連絡先変更へ

ボタンをクリックして、「（２）連絡先情報の登録」に戻ってください。

３ 調査票取得

「調査票の一覧」画面が表示されますので、電子調査票を取得します。

図７ 連絡先情報の確認画面

図８ 調査票の一覧画面

調査票名

調査票入力 します。画面へ移動

パスワード・連絡先情報の変更ボタン

パスワードや連絡先のメールアドレスを

変更する場合に選択します。 この調査では使用しま

お知らせボタン

ご連絡がありますので、回答前に

確認ください。

が表示されている場合 総務省

統計局より ご

せん。

、

平成 30 年 2018-07-15

××××@××××.co.jp

調査票一覧へボタン

クリック

連絡先情報を確認します。

変更がない場合

します。

連絡先変更へボタン

連絡先情報を変更する場

クリックします。

に

合に
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● 調査票の入力及び送信方法

※企業における入力画面を掲載していますので、非営利団体・公的機関及び大学等においては画面が多少異なります。

① 入力欄に入力

所定の欄に入力します（※パソコンに追加登録した文字（外字）は使用できません。）。

初期値として名称・所在地等が入力してありますが、変更がある場合には修正してください。

② 入力が完了したら次へボタンで次のページへ

画面内の入力が完了した後にクリックします。その際、規定の文字形式と異なる文字形式で入

力された箇所はエラーが表示されますので修正してください。

③ 前の画面に戻る場合は、前へボタンで

前の画面に戻りたい場合に、ヘッダーに表示される前へボタンをクリックします。

＜はじめに＞
！ 50 分以内に回答を保存又は送信しない場合は、入力内容が消去されますので、こまめに

一時回答保存ボタンをクリックし、入力内容を保存してください。

！ 画面を移行する際は、画面上部のヘッダー部分にある次へ・前へボタンをクリックして

ください。ブラウザの「戻る」・「進む」ボタンは使用できません。

！ 数値を入力する箇所は、半角数字で入力してください。

１ 入力の流れ

※イ① ※ア

※オ

図９ 電子調査票の入力画面

② ※エ※ウ

その他の表示

③

２ページ目以降は、このように表示さ

れます。

一度全ての質問に回答した後は、この

ように表示されます。

④
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④ 一度全ての質問に回答した後は回答内容確認ボタンが出現し、「回答内容確認」画面へ移動す

ることができます。

画面内の入力が完了した後に、ヘッダーに表示される回答内容確認ボタンをクリックします。

その際、自動的にエラーチェックが行われ、入力内容にエラーがなければ、「回答内容確認」画

面に戻ります。

※ア 一時回答保存ボタン

入力中の回答を保存します。入力の途中で一度作業を中断し、ログオフする場合、一時

回答保存ボタンをクリックして電子調査票を保存してください。

※イ ログオフボタン

電子調査票の画面を閉じます。保存していない内容は失われますので、一時回答保存ボ

タン（※ ア）をクリックして、入力内容を保存した後、ログオフボタンをクリックしてく

ださい。

※ウ クリアボタン

表示中の画面内の項目に入力した内容全体を消去します。画面内すべての入力箇所が空欄

になりますので再度入力してください。

なお、１ページ目の入力内容をクリアボタンで消去する際、あらかじめ入力されている

「名称・所在地」も消去されますので、注意してください。

※エ 文字サイズ大・中・小ボタン

画面内の文字サイズを変更します。

※オ 調査票甲（企業）は「企業名称」が、調査票乙（非営利団体・公的機関）は「法人名称」

が、調査票丙（大学等）は「学校及び学部名」があらかじめ入力されています。

特に、調査票丙（大学等）において、学校名のみならず、学部名または研究所等の名称ま

で入力されていることを確認願います。
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２ ログイン２回目以降の入力の流れ

本書９～10 ページの一時回答保存ボタン（※ア）により回答を一時保存している場合、「調査

票の一覧」画面において、「状況」欄に表示される保存中の文字をクリックしてください（図 10）。

「回答状況」画面に移動しますので、右下の回答の再開ボタンをクリックする（図 11）とメッセ

ージが表示され、一時保存した入力内容を反映した調査票入力画面に移動します（図 12）。

一時保存をしていない場合は、初回ログイン時同様、本書８ページの図８「調査票の一覧」画面

において、調査票名をクリックしてください。

図 12 一時回答取得メッセージ

クリック後、一時保存した

調査票が表示されます。

ＯＫ

図 11 回答状況画面

回答の再開ボタンをクリック

一時保存中の回答取得（調査票の一覧画面）図 10

一時保存している場合は

平成 30 年 2018-07-15

平成 30 年

0123456ABCD

1111111

2018-□□-△△ ◇◇：○○

保存中をクリック
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３ 調査票の確認・送信

電子調査票の最終ページである、備考欄のページで次へボタンをクリックすると、「回答内

容確認」画面（図 13）が表示されます。ヘッダー部分の回答データ送信ボタン（※ア）をク

リックすると全ページのエラーチェックが行われます。

（１）エラーがある場合

エラーが生じているページが表示されます（図 14）。画面右側の各ページのエラーチェ

ックボタン（※イ）をクリックすると、当該ページ内で生じているエラーの内容が「エラ

ーメッセージ」（図 15）として表示され、修正・確認が必要な項目が表示されます。

ＯＫボタンをクリックしてメッセージを閉じた後、対応するページの訂正ボタン（※ウ）

をクリックすると当該ページの入力画面に移動します。ここで入力内容を修正・確認した後、

ヘッダー部分に表示される回答内容確認ボタンをクリックすると、「回答内容確認」画面に

戻ります。

なお、回答内容確認ボタンクリック時にページ内のエラーチェックが再度行われますの

で、新たなエラーが生じる可能性があります。適宜修正・確認をしてください。

エラーの修正・確認に際しては次ページの＜参考①＞を参考にしてください。

図 14

回答データ送信時エラーメッセージ例

図 15 エラーチェック時エラーメッセージ例

図 13 回答内容確認画面

※イ

※ウ

※ア

※イ

※ウ
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発生頻度の高いエラーについて

エラーチェックで生じるエラーは、主に以下①から③の３種類があり、特に①について修正した後、

②や③のエラーが新たに生じる場合が多くなっています。以下の対応方法を参考に修正・確認をして

ください。

①「入力してください。」、「選択してください。」、「○○が××を超えています。」と表示されるもの

②「○○が××と一致していません。」と表示されるもの

③「このままでよろしければ、先にお進みください。」と表示されるもの

①の例：研究者数の「総数」が「うち女性」より小さくなっているなどの大小関係の逆転や、「記入

者氏名」など入力や選択が必須となっている項目が未入力である場合など

対応：エラーとなっている項目を確認し、適宜数値の修正や入力・選択をしてください。

②の例：研究関係従業者の「研究者」の「実数」と研究者の専門別内訳の「合計」の「総数」が一

致していないなどページが異なる項目間の入力内容に齟齬がある場合

対応：該当箇所が一致するように内容の修正を行ってください。また、一方が「０」であり、

他方が空欄である場合も一致していないとみなされるためエラーとなります。この場合は

両方を空欄か「０」で統一することでエラーが解消されます。

③の例：研究者数の「総数」に入力があり、「うち女性」が未入力や、社外（外部）から受け入れた

研究費が全て空欄になっているなど、入力が必須ではない項目が未入力である場合

対応：該当箇所に入力漏れがないか確認してください。③のメッセージは一つの箇所に対して一

度のみの表示となっているため、再度エラーチェックを行った際には表示されません。①

や②のエラーが発生していなければ次へ進めます。

＜参考①＞

図 16 ③のエラーメッセージ例

合算により自動入力された項目を空欄にするには、合算の内訳となっていて数値が入力されて

いる項目全ての回答内容を削除する必要があります。

一つずつ削除する方法以外にもヘッダー部分のクリアボタンをクリックすることでも削除が

可能ですが、画面内全ての入力内容が削除されてしまうのでご注意ください。削除した入力内

容は復元できません。

なお、合算により自動入力される項目を空欄から「０」に修正する場合は、合算の内訳となっ

ている項目のいずれかに「０」を入力することで自動合算項目も「０」と表示されます。

「このままでよろしければ、先にお

進みください。」と表示されたエラー

については、12ページ（１）の手順

で入力内容の確認を行い、入力内容

に特段問題がなければ、修正の必要

はありません。
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（２）エラーがない場合

図 17 及び 18 の「メッセージ」が続けて表示されます。図 18 においてＯＫボタンを

クリックすると回答が送信されますので、送信前に回答内容の確認・修正及び印刷を行う場

合は、図 18 においてキャンセルボタンをクリックしてください。

※ 本調査では、回答データを送信いただいた後は、内容をオンライン調査システム上で訂正す

ることはできません。回答送信後に回答内容に訂正がある場合は、「総務省科学技術研究調査

実施事務局」までご連絡願います。

図 17 回答データ送信前メッセージ

図 18 回答データ送信前メッセージ

ＯＫをクリックすると、入力済み

の調査票が送信されます。

送信前に回答内容の

び印刷を行う場合はキャンセル

をクリックしてください。

確認・修正及
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４ 回答完了の確認

回答データが受け付けられると、「調査票回答の受付状況」画面（図 19）が表示されるととも

に、連絡先として指定したメールアドレスあてに受付状況の通知メール（図 20）が届きます。

回答内容の確認や回答控えの印刷をする場合は調査票一覧へボタンを、終了する場合はログア

ウトボタンをクリックしてください。

図 20 受付状況通知メール

図 19 調査票回答の受付状況画面

30

0123456ABCD

ZZZZZZZZZZZZ

送信すると回答受付の表示が出ます。

連絡先として指定したメールアドレスに

届く受付状況の通知メールにより正常に

受け付けた事を確認します。

調査票一覧へボタン クリックすると次

移動します。

の確認や 控えの印刷をする

場合はこちらをクリックしてください。

を

ページ図 21の画面へ

回答内容 回答

画面を閉じる場合は、ログアウト

ボタンをクリックしてください。

平成 30 年

0123456ABCD

1111111

ZZZZZZZZZZZZ
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調査票の回答内容について、後日、集計を担当する独立行政法人統計センターから電話で

お問合せする場合があります。

回答送信後に回答内容を確認・印刷する方法

回答送信後もログイン有効期間に限り、画面上で回答内容の確認及び印刷が可能です。

回答送信後に「調査票の一覧」画面（図 21）において、表内の「状況」欄に表示される回

答済をクリックし、「回答状況」画面（図 22）で回答データの確認ボタンをクリックすると、

送信した調査票が表示されます。印刷をする場合は「回答内容確認」画面まで進み、ヘッダー

部分の印刷ボタンをクリックしてください。

※１ 調査票が正しく送信されている場合、「調査票の一覧」画面において回答日時が表示さ

れ、「状況」欄に回答済と表示されます（図 21）。

※２ 印刷をする場合、調査票甲（企業Ａ、企業Ｂ）においては、「入力時の注意事項」の２

（２）（20 ページ）もご覧ください。

＜参考②＞

図 21 「調査票の一覧」画面からの確認

正しく

いれば

表示されます。

回答済をクリックします。

送信できて

回答日時が

平成 30 年 2018-07-15 2018-○○-△△ ××：◇◇

図 22 回答状況画面

リックすると 送信した調査

票が表示されます。

※再送信はできません。

回答データの確認ボタンをク

、

平成 30 年

0123456ABCD

1111111

ZZZZZZZZZZZZ

2018-○○-△△ ××：◇◇



17

● 入力時の注意事項

１ 入力で利用できる主な機能

（１）入力欄の色分け機能

調査票の入力欄は以下のように色分けして表示されます。

ア 白色 の欄⇒入力可能な項目です。

イ ピンク色の欄⇒エラーチェックのかかった項目です。入力内容の確認を行い、必要

に応じて訂正が必要です。（13 ページの＜参考①＞を参照）。

（２）コメント機能

「採用・転入・転出研究者数」の項目において、 をクリックすると、項目に対する説

明をコメントで表示します（図 23）。

図 23 コメント表示機能
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（３）入力内容チェック機能

各ページの入力後に次へボタンをクリックすると、入力規則に沿わない文字で入力※され

ている箇所がある場合、エラーメッセージが表示されます（図 24）。

※各入力枠には入力規則が決められています（例：金額は半角数字のみ入力可など）。

この規則は各項目の欄外に記載されていますので、入力時はご注意ください。

（４）自動合算機能

合計欄（総数欄）については、自動合算をします。

図 25 自動合算機能

※企業における入力画面を掲載していますので、非営利団体・公的機関及び大学等においては画面が多少異なります。

図 24 入力規則外のエラー例

入力規則は

「半角数字」のみで

５文字まで

全角数字で入力を

している

内訳を自動合算し、「研究者」数につい

ては、「専ら研究に従事する者」

「研究を兼務する者」４名の合計

を表示しています。

「総数」についてはさらに「研究補助者」

８名、「技能者」３名及び「研究事務そ

の他の関係者」１名を加えた

示しています。

内訳を入力した結果です。

６名と

10 名

22 名を表
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２ 調査票の種類別の注意事項

（１）「研究実施の有無」の入力画面について

※ ここは企業及び非営利団体・公的機関にのみ関係する項目です。

研究実施の有無（企業は【３】、非営利団体・公的機関等は【１】）の入力時に図 26 の①

部分を選択すると、選択内容によって以降の入力範囲が異なります（図 27）。

図 26 研究実施の有無入力画面

※企業における入力画面を掲載していますので、非営利団体・公的機関においては画面が多少異なります。

図 27 選択内容に応じた画面の進み方

①

１ 社内で研究を実施しているを選択

した場合

・研究を実施している部署等が入力可

能になります。

企業

・

「【４】研究関係従業者数」入力画

面が表示されます。

をクリックすると、次へボタン

２

３

社外に研究費を支出している

社内で研究を実施していないが

を選

択した場合

次へ・

「【11】社外から受け入れた研究費

（一部企業は【9】）」入力画面が表

示されます。

た

場合

をクリックすると、「備

考欄」入力画面が表示されます。

をクリックすると、

を選択し

ボタン

研究を実施していない

・次へボタン

した場合

・「【２】従業者総数」入力画面が表示

されます。

を選

択した場合

をクリックした場合、

】外部から受け入れた研究

費」入力画面が表示されます。

を選択した

をクリックすると、「備

考欄」入力画面が表示されます。

場合

・次へボタン

３ 研究を実施していない

・

「【13

次へボタン

を選択

非営利団体・公的機関

１

２

内部で研究を実施している

内部で研究を実施していないが

外部に研究費を支出している
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（２）調査票の印刷について

※ ここは企業にのみ関係する項目です。

「回答内容確認」画面の印刷においては、次の点に注意して印刷してください。

初期の画面表示は、【２】国際技術交流の入力欄が５行目までとなっています。６行目以降

に入力している場合は、すべて表示するボタンをクリックして、入力した内容が見られるよ

うにした上で印刷をしてください（図 28）。

（３）調査票の送信について

※ ここは企業、非営利団体・公的機関及び大学等に関係する項目です。

オンライン調査システムを通じて、複数の調査票回答の一括登録はできません。

同一大学の複数の学部の調査票を提出する場合や、調査日より後に合併・統合のあった企業

及び非営利団体・公的機関で統合前の複数の組織の調査票を提出する場合であっても、単体の

調査票ごとに提出していただきますよう、お願いいたします。

ボタンをクリックすると

５行のみの表示に戻ります。

図 28 回答内容確認画面での【２】国際技術交流の表示
この

このボタンをクリックすると、１から 50行

の全ての入力枠が表示されます。
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○ログインに関するもの

Q1 政府統計コード、調査対象者ＩＤ、パスワードが分かりません。

A1 本書と同封されていた紙の調査票１面の下部に記載があります。調査票を紛失した場合は再発

送しますので実施事務局へご連絡ください。

Q2 「使用できない調査対象者ＩＤです。政府統計コード及び調査対象者ＩＤを確認してくださ

い。」又は「パスワードが一致しませんでした。調査対象者ＩＤ及びパスワードを確認してくだ

さい。」とのメッセージが表示され、ログインができません。

A2 政府統計コード、調査対象者ＩＤ及びパスワードは全て半角で入力する必要があります。

また、調査対象者ＩＤとパスワードは大文字と小文字を区別しています。お間違いがないかも

う一度ご確認ください。なお、調査対象者ＩＤ及びパスワードは毎年変わりますのでご注意く

ださい。

パスワードは初回ログイン時に必ず変更するようになっていますので、２回目以降のログイン

では、変更後のパスワードを入力してください。変更後のパスワードを紛失した場合はパスワ

ードの初期化を行いますので、実施事務局へご連絡ください（保存中の回答内容は初期化され

ませんのでご安心ください。）。

Q3 パスワードを何回か間違えてロックされてしまいました。

A3 一度ロックされると約 10 分間アクセスできなくなります。時間をおいてもう一度ログインし

てください。

○環境に関するもの

Q4 操作説明書に記載されているバージョン以外のＯＳやブラウザでは使用できないのですか。

A4 電子調査票の開発時に動作確認ができたもののみを推奨利用環境として記載しています。

バージョンによってはご利用いただける可能性もありますが、動作が保証できかねます。

確実にご回答いただくために、推奨利用環境でご利用ください。

Q5 推奨利用環境下で利用していますが、うまく動作しません。

A5 実施事務局へご連絡ください。正常に動作しなかった際の入力状況や利用環境等を確認させて

いただき、総務省統計局にて詳細を確認の後、ご連絡いたします。

電子調査票内の不具合でない場合は、特定の環境下でのみ正常に動作しないことが考えられま

すので、対応方法をご案内できない場合があります。

その際は、お手数ですが紙の調査票にご記入いただき、郵送提出いただきますようお願いいた

します。

３ オンライン調査システムに関するＱ＆Ａ
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○回答入力・送信に関するもの

Q6 回答入力中にしばらく放置していたら入力内容が消去されてしまいました。

A6 調査票入力画面を開いてから 50 分以内に保存又は送信をしない場合、入力内容が消去されま

す。こまめにヘッダー部分の「一時回答保存」ボタンをクリックして入力内容を保存してくだ

さい。入力内容が消去されてしまった場合は、お手数ですが一時保存された回答を取得して途

中から入力し直すか、一時保存されていない場合は最初から入力し直してください。

Q7 入力内容の一時保存と一時保存された内容の取得はどのようにしたらよいですか。

A7 入力中の内容を保存するには、ヘッダー部分にある「一時回答保存」ボタンをクリックしてく

ださい。

一時保存済みの回答は調査票の画面上からは取得できません。一度調査票を閉じてログイン後

の「調査票の一覧」画面から取得が可能です。詳細は本書 11 ページの「２ ログイン２回目

以降の入力の流れ」をご覧ください。

Q8 該当がない項目も全て入力しないといけませんか。

A8 該当がない項目は空欄のままで構いません。ただし、回答内容確認画面において「回答データ

送信」ボタンクリック時にエラーメッセージが表示される場合があります。詳細は本書 13 ペ

ージの＜参考①＞をご覧ください。

Q9 回答内容確認画面で「回答データ送信」をクリックしたら「○ページ目にエラーがあります」

と表示され送信ができません。

A9 「回答データ送信」ボタンをクリックすると、入力内容のエラーチェックが行われ、入力内容

に不備がある場合や、確認が必要な項目がある場合に、エラーがあるページを示すメッセージ

が表示されます。詳細は本書 12～13 ページをご覧ください。

Q10 エラーメッセージが表示された箇所を修正しましたが、またエラーが表示されました。

A10 エラー箇所を修正したことにより、新たなエラーが生じている可能性があります。詳細は本書

13 ページの＜参考①＞をご覧ください。

Q11 回答が無事に送信できたか確認したいのですが。

A11 「回答データ送信」ボタンクリック後、本書 15 ページ図 19 のような画面が表示されていれ

ば送信が完了しています。また回答受付後に連絡先情報として登録いただいたメールアドレス

に通知メールが届きますので、そちらもご確認ください。

本書 16 ページ図 21 のように「調査票の一覧」画面においても、「回答日時」欄に回答送信日

時、「状況」欄に「回答済」が表示されます。

Q13 回答送信後に訂正をしたい場合はどうしたらよいですか。

A13 本調査では回答を送信いただいた後は、オンライン調査システムからの回答訂正はできません。

実施事務局へご連絡ください。

○回答済みの内容に関するもの

送信済みの回答内容を確認するにはどうしたらよいですか。

A12 本書 16 ページの＜参考②＞をご覧ください。回答送信後の控えの

Q12

印刷方法も記載しています。
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● 画面遷移図

各調査票の画面遷移図は以下のとおりです。

※ 回答内容確認ボタン及び訂正ボタンは、「回答内容確認」画面まで遷移後に表示されるものです。

「回答内容確認」画面において訂正ボタンをクリックすると、各項目の入力画面に遷移します。

入力内容の修正後、回答内容確認ボタンをクリックすると、再び「回答内容確認」画面に遷移し

ます。

○企業A

○企業B

○非営利団体・公的機関

回答内容確認ボタン→

↑
訂正

ボタン

回答内容確認ボタン→

訂正

ボタン

回答内容確認ボタン→ ←訂正ボタン

回答内容確認ボタン→

↑
訂正

ボタン

↑

○大学等

1選択

2選択

3選択

名称等

1
2 -【

【 】
【 】 6】

名称等 【1】-【3】 【4】 【5】 【6】-【7】 【8】 【9】-【10】 確認【11】 【12】 備考

備考

【１】において
1または2を
選択

確認

【13 14】 【 】

確認備考

【３】において
1または2を
選択

【９】 【10】 【11】-【12】【7】 【8】

名称等

【1】
【2】 【3】 【4】

1選択

2選択

3選択

名称等

【1】

【2】 【3】
1選択

2選択

3選択

【5】 【6】 【7】-【8】 【9】 【10】

確認備考

【３】において
1または2を
選択

【9】 【10】 【11】 【12】【4】 【5】 【6】 【7】-【8】
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● お問い合わせ先

ご不明な点がございましたら、下記の「総務省科学技術研究調査実施事務局」へご連絡ください。

総務省科学技術研究調査実施事務局

TEL：0120－963－904

※携帯電話及びＰＨＳからもご利用いただけます。

FAX：050－3737－0471

E-mail：toiawase-kagaku@nissho-bi.co.jp

（業務委託先）

エヌビーアイ株式会社

※オンライン調査システム上でもログイン後の画面において確認できます。

ログイン後の画面において画面右上の

をクリックすると、図

学技術研究調査実施事務局

示されます。

※ログイン前の画面で

クした際に表示される

究調査のものとは異なります。調査の詳細について

はお答え出来かね

さい。

30 のように「総務省科

のお問

をクリッ

い合わせ

場合がありますのでご注意くだ

」 い合わせ先が表

お問 先は科学技術研

る

お問い合わせ

ボタン

お問い合わせボタン

図 29 お問い合わせ先表示方法（調査票の一覧画面）

図 30 お問い合わせ先画面


